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1.【目的】

• 透析運動療法は多くの施設で取り組まれるようになっ

たが、研究報告によっては効果が出ていない とする報

告も散見する。

• 透析中に運動療法を実施している患者のうち、運動を

中断することなく継続できている患者と、入院や合併

症により運動を中断し、その後運動を再開した患者を

対象に、運動療法の効果を比較したので報告する。



a) 運動療法を中断なく6ヶ月間継続でき、
運動開始前、3ヶ月目、6ヶ月目の評価を行なえた
透析患者41人： 男性：18人、女性：23人

年齢：67.5±10.8歳
透析歴：11.1±7.5年

b) 運動療法を開始後に身体的トラブル等により10日
間以上の運動中断があり、その後再開して6ヶ月以
上運動を継続でき、運動中断前、中断後再開時、
再開6ヶ月目の評価を行なえた透析患者8人：

男性：6人、女性：2人
年齢：72.0±7.5歳
透析歴：7.3±6.5年

2.【対象】



3.【方法】

運動内容

①透析中ストレッチ

②セラバンド(D＆M社製)を用いたレジスタンストレーニング

• 運動強度目標：Borg指数13，計30分程度の運動

• 毎月初めにBorg指数を確認

Borg指数が低くなってきたら

運動負荷の確認とセラバンド強度の変更



１回/月 Borgの確認

• Borg13を目標に!!

• Borgが低くなってきたら
運動中の負荷の確認

• セラバンド色の変更

• 変更後は再度Borgチェック







運動中はできるだけ患者の体に手を添えて指導・奨励を行なう



関節の痛みなどでセラバンドが使用できない時や、一時的に中断し
た時は、今できそうな事を本人と相談しながら、継続していく。

ゴムボールを使った大腿四頭筋セッティング！

バスタオルを使ったパテラセッティング！

ハンドタオルを丸めて握手トレーニング！



シルバー



運動評価

評価項目

• SPPB（閉脚立位時間・セミタンデム時間・タンデム時
間・4m歩行時間・5回立ちあがり時間）

• 膝伸展筋力：ミュータスF-1（アニマ社製）で測定

• 片足立位時間
• 10m歩行時間
• 握力
評価時期

a) 運動継続群： 介入開始時、開始後3ヶ月、6ヶ月
b) 運動中断群： 運動中断前、運動再開後、

  運動再開後6ヶ月



体力測定の様子



体力測定及び運動チェックは、
偕行会の健康運動指導士が
定期評価に合わせて巡回。



4.【結果】























5.【まとめ】
• 運動を継続できた患者群では、握力・膝伸展筋力・片
足立位時間・歩行速度・ 5回立ちあがり時間・SPPB
において、運動療法開始前に比べ、3ヶ月後または
6ヶ月後で有意な改善を認めた。

• 運動を中断した患者群では、膝伸展筋力のみ再開
6ヶ月後に有意な改善を認めたものの、他の項目にお
いては有意な改善はみられなかった。

• 中断群は 個々の運動能力が高めの人が多かったた
め、運動中断後に有意な変化が見られなかったと考
えられる。

• 普段から運動能力を高めておくことが、寝込んだ後も
早く回復できるために大切であると考える。


	スライド 1: セラバンドによる 透析運動療法継続6ヶ月間の効果
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25

